
 

 

 

 

 

 【 巻頭言 】    

連合副会長  堂前 浩子 

（札幌バプテスト教会） 

 

見よ、新しいことをわたしは行う。今やそれは芽生えている。 

あなたたちはそれを悟らないのか。 

わたしは荒れ野に道を敷き 砂漠に大河を流れさせる。 

           （イザヤ書４３章１９節／新共同訳） 
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全道にキリストの光を！          

コロナと共にある環境が２年以上となり、

札幌教会も様々に変わってこなければなり

ませんでした。 

一昨年、間村神学生（現在宇美教会牧

師）に主事としての役割を担っていただきま

した。コロナ禍の不自由な中で細やかな気

配りをしていただき、玄関前にテーブルと椅

子、お茶を置いてどなたでも休んで頂けるよ

うにし、子供たちがお茶を飲みながら遊んで

行ったりしています。 

また、「どうぞ、どうも」のコーナーを設け、

自分では必要のない物をどなたかに使って

頂けるようにテーブルを置いたところ、通り

がかりの方々から様々なものが置かれるよ

うになりました。それによって教会員以外の

ご近所の人が気軽にお話をしていくようにな

りました。 

教会の掲示板も大変カラフルで、 説教だ 

けでなく教会の様々な様子を載せていま

す。信号待ちの方や路面電車の写真を撮る

人などがじっくり読んでいたりします。 

他教派の教会とも協力して、学生や、困

難を覚えておられる方に手作りのお弁当を

配ったり、「若者支援プロジェクト」としてお

米、カップラーメン、缶詰、日用品を配るな

ど、今までにない活動を始めています。そこ

には教会員以外の方々が共に参加してい

ます。 
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今までの活動ができないと立ち止まるだ

けでなく、思いもよらない広がりが見え始め

ているように思われるのです。先日の信徒

セミナーのなかで「サマリア人の隣人とは誰

か」というイエス様の問いかけに自分を中心

に考えていた誤りにきづかされました。私が

誰かの隣人になるようにということなのだ

と、でも本当に難しい。 

昨年４月に西本牧師を迎え新たな歩みが

始まっています。これからも益々変えられて

行くことが本当に楽しみです。 

様々な困難に囲まれているこの時代に教

会は新たなチャレンジが求められていると

思います。神様は先んじて道を開いていて

下さると信じています。 
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２０２２年７月１０日（日）１４：００～１４：４

５、当教会において３年ぶりにチャーチ・コン

サートが祝福のうちに無事に執り行われま

した（対面※WEB配信実施）。 

コロナ感染症対策の為、人数制限をかけ

ざるを得ず、事前に入場者を把握できるよ

う、ご紹介者を通してお申し込み頂きまし

た。また検温・マスク着用・手指消毒・室内

の換気を徹底して安心・安全を目指しまし

た。 

神様の御心に適ったコンサートであります

ように、と祈り備える中で４３名の参加者が

与えられました。Ｈ姉の歌にＨ姉&Ｈ兄親子

によるピアノ・バイオリンの演奏・ペープサー

ト（紙・人形劇）とプログラムも子どもから大

人まで楽しめる充実したものとなりました。

中でも ペープサートの「くつやのマルチン」

では大道具から小道具までＫ兄姉ご夫妻の

手作りによる迫真の熱演ぶりに参加者は飲

み込まれていました。 

また、バイオリンによるアッシジの聖フラ

ンシスコの「平和の祈り」では言葉が聞こえ

てきたような感動と静けさで心満たされまし

た。 

ご協力頂いた音楽ゲストのＭ兄（日本キ

リスト教団洞爺湖教会）の素敵な歌声には、

まだ聞いていたかったという嬉しいお声が

沢山ありました。会堂内に心地よい音を響

き渡らせてくださった音響のＴ兄（連盟鳥栖

キリスト教会）にも大変お世話になっており

ます。 

 集われたお一人おひとりと共に、神の愛と

福音を分かち合い平和の祈りと願いを共有

する時を過ごすことが出来ました。地域に開

かれた教会として用いられますように。 

 最善をもって導いてくださった主に感謝し

ます。 

TＯＰＩＣ     函館キリスト教会チャーチコンサートの報告 

報告者：笹島勝枝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 近年釧路周辺や教会員の周りで、「食事の回数

を減らした」とか「栄養が偏りぎみ」などの声が聞か

れるようになり、気になっていた。加えて長引く不

況のによる失業者の増加とコロナの影響で、何と

かしなければと考え始めた。 

昨年 10月、近所の知合いにこの事を話したとこ

ろ、「先生、やりましょう！お手伝いしますよ」との

反応。‘この指とまれ‘をしたところ、約 20人の

方々が協力を申し出て下さった。教会の方々にあ

まり負担をかけたくないと、恐る恐る相談したとこ

ろ、役員たちは快諾。会場の提供など全面的に協

力するとの意向を示してくださった。 

最初は教会内外の知合いに呼び掛けて食品を

かき集めて 20袋ほど作り呼びかけたところ、第一

回は 14人が受け取りに来てくださり、 

ひとまず胸をなでおろした。北海道新聞や釧路新

聞などがこの動きを聞きつけ記事にして下さり、二

回目は 30袋で足りず、40袋・50袋と増えるととも

に、地域の方々がほぼ毎日のように食材を持ち寄

ってくださるようになってきた。 

また商店やスーパーや企業からも食糧供給に 

協力くださり、受け取りに来てくださる方々の裾野 
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      『わかちあい釧路』事始め 

 も広がりを見せている。今では下の写真のように、

毎回 60袋準備したらほぼ同数の方々が来てくだ

さって、ヨーイドンで約 7分で配付完了！周辺では

衣料や日用品、又必要な方々に生理用品なども

持ち帰っていただいている。 

教会という”広場”を中心に、支えたい人と支え

が必要な人とが交錯する空間ができ、最近その中

から数名の方々が礼拝などに姿を見せ、嬉しく思

っている。  （釧路キリスト教会牧師 奥村敏夫） 

―― 無料食糧配布プロジェクト―― 
TＯＰＩＣ 

 ２０２２年度牧師セミナー報告   

 

去る９月２０日～２１日に、北海道バプテスト連合

教役者会の「牧師セミナー」が開催されました。今

年度はコロナ社会状況が一定の落着きを迎える

中、三年振りに「対面」での集会が企画され、オン

ライン参加も可能な「ハイブリッド集会」での開催と

なり、講師の佐々木さんの他５名の教役者がオン

ラインで、６名が現地対面で集いました。 

２０日は平岸教会を会場としての開会礼拝後

に、国際ミッションボランティアの佐々木和之さんを

講師としての特別講演が行われ、ルワンダでの

「和解のプロジェクト」の働きから、現代日本の教

会・牧師として「和解」というテーマを改めて見つめ

直す研鑽の学びの時が与えられました。 

講演に引き続き教役者会総会が行われ、規約

の改定・次年度新幹事選出の協議と、諸教会の近 

況や諸情報の分かち合いのひと時を行いました。

２１日は会場を札幌教会に移して閉会礼拝を行

い、その後、現地対面参加者で石山緑地での屋

外親睦の時を過ごしました。 

連合の協力伝道における教役者の協働と交わ

りを覚えての支援と祈りを感謝しつつ、御報告い

たします。（教役者幹事会） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９年前、不思議な導きがあって富良野に移

住しました。夫婦で語り合っていたのは、「こ

んなに素敵な生活が与えられたのは、きっと

主からのご褒美だ」と。でも、嫌な予感があり

ました。ハランで安定した生活をしていたアブ

ラムと妻サライ。アブラム７５才の時、主から

「わたしの示す地に行きなさい。あなたを祝福

する。だから、あなたは祝福の源になるよう

に」と召命を受けています。７７才の私は思い

ました。「主はそんなに甘い方ではない。私た

ち夫婦を祝福してくださるにはきっと、下心が

あるに違いない」と。旭川東光キリスト教会か

らの招聘は、率直なところ、「やはり、そう来た

か!!」と覚悟を決めました。主が導かれたなら

必ず祝福がもたらされる、そう信じて旭川東

光キリスト教会の皆さんと、主の栄光の教会

を建て上げたいと願っています。よろしくお願

いします。 
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旭川東光キリスト教会 

牧師就任のご挨拶 

牧 師 桐本 恒雄 

『全国壮年大会』を終えて 

壮年会会長 堂前剛志（札幌バプテスト教会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道バプテスト連合の諸教会の皆さまのご

協力を得て、８月２７日全国壮年大会を無事に終

えることが出来ました。こころから感謝申し上げ

ます。 

三年前にこの大会を受けるにあたり、北海道

の諸教会の状況を考えるとき、メンバーの高齢

化からも開催は無理なのではないかとも考えま

した。いろいろな方にご相談したところ、今でなけ

ればこの先何時引き受けることが出来るのか、

この開催を通じて連合の壮年会活動を活性化す

る機会になるようにしようと背中を押されました。 

コロナ禍もあり Zoomを用いての開催となりな

したが、帯広教会が配信基地となり全国１１９教

会、２２９名の方々にお届けすることが出来まし

た。 

準備の段階から連合の多くの教会に参加して

いただき、ご協力を得られたことは当初の目的を

達成できたのではないかと考えています。 

当日視聴された方は連合の１２教会４２名の教

会員でした。改めてこの場をお借りして皆さまに

感謝申し上げます。 

 

 

【連合への諸送金のご案内】  ※取扱いはすべて「ゆうちょ銀行」となっています。 

◎ 協力伝道献金 ＜名義・記号番号＞   北海道バプテスト連合   １９０００―１７９２２９１１ 

◎ 災害対策募金 ＜名義・記号番号＞  北海道連合災害対策委員会  １９０００―２１３１６６５１ 

◎ 教役者会献金 ＜名義・記号番号＞ 北海道バプテスト連合教役者会 １９０６０―５１７２２７８１ 

 

 

 


